


１月 ４日 仕事始め
 ６日 年始挨拶廻り（北陸電気工事組合連合会）
 ７日 三役会議・年始挨拶廻り（全日電工連）
 ８日 組合運営研究会（石川県中小企業団体中

央会事務局協議会）
 19日 新年懇親会
 21日 新年懇親会（石川県電気業会）
 29日 金沢本部全体会議
２月 ４日 配電委員会（北陸電気工事組合連合会）
 ９日 省エネ推進石川大会（日本電気協会北陸

支部）
  安全管理指導員研修会（北陸電気工事組

合連合会）
 17日 理事会・代議員会（全日国民年金基金）
  懇親会（全日電工連幹部役員・東京都電

工組幹部役員）
 18日 配電委員会
  理事会・政治連盟役員会・合同会議（全

日電工連）
 19日 班長研修会
 24日 理事会・代議員会（北陸三県電気工事業

厚生年金基金）
 26日 コンプライアンス研修会（北陸電力㈱）
３月 ２日 システム合理化会議（石川県建設産業連

合会）
 ９･10日 引込線A認定教育
 10日 電設委員会（北陸電気工事組合連合会）
 15日 労働保険年度更新説明会（全国労働保険

事務組合連合会石川支部）
 16・17日 若年者教育（北陸電気工事組合連合会）
 17日 総務委員会
 19日 無停電教育
 24日 配電委員会
 25日 理事会（全国労働保険事務組合連合会石

川支部）
  電気記念日式典・表彰式（日本電気協会

北陸支部）
 28日 電設・安全合同委員会
４月 ４日 事業推進委員会（全日電工連）
 ８日 技術・認証委員会（全日電工連）
 13日 総合政策会議（全日電工連）
 16日 組合会館電気設備点検
 19日 能登本部全体会議
 20日 配電工事事業主会議
 21日 監事会
  電設委員会（北陸電気工事組合連合会）
 25日 新入社員教育（外・引）
 ～ 　
 28日
 26日 配電委員会（北陸電気工事組合連合会）
５月 10日 厚生委員会（北陸電気工事組合連合会）

 11日 常務会
  組合加入試験委員会
 12日 役員会（石川県中小企業団体中央会）
 13日 役員会
 17日 加南本部全体会議
 18日 技能大会審査委員会（北陸電気工事組合

連合会）
  新入社員教育（内線、１回）
 19日 金沢本部全体会議
 20日 新入社員教育（内線、２回）
 23日 理事会・定時総会（石川県電気業会）
 24日 総代会、優良従業員表彰式
 25日 通常総会・表彰式（全国労働保険事務組

合連合会石川支部）
 26日 新入社員教育（内線、３回）
 27日 新入社員教育（内線、４回）
 30日 理事会・三役会議（全日電工連）
  取締役会（全日電工連総合サービス）
 31日 理事会研修会（全日電工連）
６月 １日 通常総会（石川県農業電化協会）
  役員会（石川県中小企業団体中央会事務

局協議会）
 ２日 広報委員会
 ７日 省エネ推進セミナー（北陸電力㈱）
 ８日 常務会・通常総会（北陸電気工事組合連

合会）
 13日 通常総会・表彰式（石川県中小企業団体

中央会）
 14日 企画委員会
 15日 第２回技能競技北陸大会（北陸電気工事

組合連合会）
 21日 厚生委員会
 23日 安全委員会
 24日 通常総会（北陸地区電気エネルギーを考

える会）
  理事会・代議員会（北陸三県電気工事業

厚生年金基金）
 27日 通常総会（石川県中小企業団体中央会事

務局協議会）
 29日 三役会（全日電工連）
 30日 理事会・通常総会（全日電工連）

組合事務局日誌

－ 55 －

小松市沢町・布橋町の下方、金平町境の川筋に
あり、この付近の川底はすべて岩石です。
郷谷川はこの滝で十二筋に分かれて落下してい

るので十二ヶ滝の名前が付けられました。
幅は二十間（約36ｍ）、昔は滝の高さが二十尺

（約6ｍ）に及んだと言います。
この滝の上手に三つの祠があり、八幡・観音・不
動とそれぞれを祀り、十二ヶ滝神社と言っていまし
たが、明治37年に沢町の春日神社に合祀されまし
た。祠の傍らに周囲二丈（約6.6ｍ）余り、高さ十七・
八間（約30～32ｍ）の大杉が神木としてありました
が、今は残っていません。
四季を通じて、豪快に流れ落ちる滝は雪解けで
増水する4月～5月が見頃です。
こどもの日前後には滝の上で泳ぐ鯉のぼりが掲
げられ、あたかも「こいの滝登り」の風情をかもしだ
しています。
今年4月に寄り道パーキングが完成しています。
また、近くには「布橋みずばしょう自生地」があ

り、標高50ｍ程度の低地に群生するのが珍しく昭
和44年に小松市指定文化財に指定されました。毎
年4月上旬から中旬頃に見頃となります。
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こうほう

デンネット“DENNET”は電気（Denki）工
事業で固く結ばれた協同集団（Network）
を意味して造られた組合の略称です。

石川県電気工事工業組合

第 138 号
平成28年（2016年）10月10日

─各本部電気使用月間キャンペーン特集─


